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障害福祉分野における意思決定支援を考える 
～声なき声に支援者としてどう向き合うか～ 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

１． 開催のねらい 

意思決定支援の難しさには様々な要因が絡み合っており個別性の高いものであると考えます。「意思」

そのものが日々変化するものであり、支援者としてチームとして「正解」を導き出せているのか、本人の思

いを適切にくみ取れているのか、現場で悩みを抱える支援者は多い現状があります。 

本研修では、意思決定支援の基本理念・原則に基づき現場の支援者の悩みに寄り添いつつ、本人にとっ

てより良い支援とは何かを考えます。また、幼少期から成年期それぞれの意思決定支援の場面から実践報

告を受け、自身の普段の支援を振り返り現場での支援の行き詰まりを解決するヒントを得ることを目的に

開催します。 
 

２．主  催   社会福祉法人 京都府社会福祉協議会 

 

３．開 催 日 程 

日 時 会 場 定 員 

２月２７日（木） １３：００～1６：45 ZOOMオンライン開催 40名 

【WEBでの受講に際して下記の環境が必要となります】 

① PC,またはタブレット ※マイクも御準備ください。 

② インターネット環境（可能であれば有線 LANの方が安定していると言われています） 

③研修受講の環境（事務所等、周りに人が居られる環境での視聴の際はイヤホンの使用をお勧めいたします） 

 

４．プログラム ※時間配分は変更になる可能性があります。 

１２：３０～ 

13：00～13：05 

 

13：05～14：05 

 

   

（小休憩 10分） 

14：15～14：55 

 

 

 

 

 

 

 

（小休憩 10分） 

15：05～16：30 

16：30～16：45 

ZOOM入室可能 ※接続に不安がある方はお早目にお試しください 

開会あいさつ・オリエンテーション 

 

【講義】 

 みんなで考えよう社会福祉の原点を～自立支援・意思決定支援とは～ 

                 同志社大学 社会学部 社会福祉学科 鈴木良 教授 

【実践報告】 

（児童期）洛和会ヘルスケアシステム 洛和山科小山児童園 

てくてく親子教室 管理者 西川藍氏 
・保護者の願いと本人の姿の乖離・児童期から成年期を見据えた意思決定支援 

 

（成年期）NPO法人ソーシャルアクション・パートナーシップ 

                       相談支援センターSAP 管理者 栗山由生氏 
・成長に伴っての意思決定の規模・範囲の広がりに支援者としてどう向き合うか 

・支援者と本人との関係性の構築 

 

【グループワーク】85分（うち全体発表 15分含む） 

【講師まとめ】 

 

この研修は、きょうと福祉人材育成認証制度の支援メニューです 

京都府社会福祉協議会は、「つながりをとおして、だれもが尊厳をもって生きることができる京都」の実現を目指しています。 

このため、福祉の専門職としての人材育成と、働きがいと魅力のある福祉職場づくりを支援しています。 



５．講  師 

同志社大学 社会学部社会福祉学科 鈴木良 教授 

 
 

6．受講料 

会員・非会員の区分 受講料 

京都府社会福祉協議会 会員施設・事業所職員 受講者 1名につき、計 3,000円 

京都府社会福祉協議会 非会員施設・事業所職員 受講者 1名につき、計 6,000円 

※京都府社会福祉協議会の会員加入方法については（０７５）２５２－６２９１までお問い合わせください。 

 

8．受講申込方法等 

（１）申込フォーム 

https://forms.gle/cu9L9oxeNT7GNwMz5 

より令和７年 2月 14日（金）17：00までにお申し込みください。 

（「京都府社会福祉協議会」ホームページ「募集中の研修」、または 

右の二次元コードよりお申込み可能です。） 

 

（２）申込フォーム記入事項は次のとおりです。①法人名②事業所名③京都府社協会員区分④事業種別⑤郵便

番号⑥住所⑦電話番号⑧メールアドレス⑨連絡担当者⑩受講希望者氏名⑪氏名ふりがな⑫経験年数⑬職

種⑭受講環境について⑮意思決定支援において現場でお悩みのこと⑯意思決定支援において支援者とし

て大事にしていること 

 

（３）受講の可否については、令和7年２月中旬頃に文書を発送いたします。 

 

（４）受講料の支払は、受講決定通知書に同封する「ゆうちょ銀行・払込取扱票」により払込手数料ご負担の上、

お払込をお願いします。なお、受講の事前取消しや当日の欠席の場合でも、受講料等はお返しいたしません

ので予め御了承願います。 

 

（５）インボイス適格請求書について 

   この研修は課税対象研修です。インボイス適格請求書が必要な場合は、研修申込時に申込フォームから申

請してください。（申込グーグルフォーム内に申請項目がございます。） 

 

 

略歴 

同志社大学社会学部社会福祉学科教授。博士（コミュニティ福祉学）。 

研究分野は障害者の脱施設化と地域生活支援について。社会福祉士。 

単著に『脱施設化と個別化給付－カナダにおける知的障害福祉の変革過

程』 

『知的障害者の地域移行と地域生活―自己と相互作用秩序の障害学』など。 

 

本講座に関するお問合せ先 

 
社会福祉法人 京都府社会福祉協議会 京都府福祉人材・研修センター（担当：田村） 

〒604-0874 京都市中京区竹屋町通烏丸東入清水町 375ハートピア京都 地下 1階 

TEL：０７５-２５２-６２９６   FAX：０７５-２５２-６３１２ 

 

 

 

https://forms.gle/cu9L9oxeNT7GNwMz5

